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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

　「
サ
ブ
リ
ー
ス
」
と
い
う
と

お
洒
落
で
カ
ッ
コ
よ
く
聞
こ
え

て
い
い
事
の
よ
う
に
思
え
ま
せ

ん
か
。
ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
物

件
の
家
賃
保
証
の
事
で
す
。

　
賃
貸
物
件
を
造
っ
て
も
入
居

者
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
こ
と
を
解
決
す
る
た
め

に
賃
貸
物
件
の
建
築
工
事
を
受

注
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　
家
賃
保
証
を
し
て
く
れ
る
の

で
銀
行
融
資
を
受
け
て
い
る
場

合
な
ど
安
心
で
き
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
賃
貸
事
業
と
し
て

考
え
る
と
、
一
番
お
い
し
い
純

利
益
の
部
分
を
リ
ー
ス
業
者
に

持
っ
て
い
か
れ
て
い
ま
す
。
借

主
と
契
約
す
る
の
は
大
家
で
は

な
く
、
リ
ー
ス
業
者
で
す
。
大

家
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
金
額
で

リ
ー
ス
契
約
す
る
の
で
当
然
利

益
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
リ
ー

ス
業
者
は
礼
金
や
更
新
料
・
管

理
費
そ
の
他
見
え
な
い
部
分
で

も
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
に
全
国
的
に
問
題
を

起
こ
し
話
題
に
な
っ
た
○
○
パ

レ
ス
は
最
低
の
場
合
で
も
20
％

以
上
の
粗
利
を
出
す
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
逆
に
見

れ
ば
１
つ
の
リ
ー
ス
契
約
で
見

え
る
部
分
と
見
え
な
い
部
分
で

20
％
以
上
の
利
益
を
家
賃
か
ら

出
し
て
い
る
の
で
す
。
入
居
者

が
集
ま
ら
な
い
場
合
は
リ
ー
ス

料
を
下
げ
て
も
い
い
契
約
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
字
が
小
さ

く
て
契
約
を
結
ん
だ
本
人
が
理

解
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
か
な

り
あ
る
よ
う
で
す
。
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「
戦
争
を
止と

め
て
く
だ
さ
い
」大
荷
物
持
ち
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
少
女
涙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
戦
争
の
悲
惨
が
、
現
実
が
、
迫
っ
て
く
る
歌
。

沖
晴
れ
て
ほ
ど
良
き
風
に
干
す
若
布
家
族
総
出
の
浜
は
に
ぎ
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　「
家
族
総
出
」に
活
気
あ
る
作
業
の
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。

義
経
の
伝
説
伝
う
る
古
寺
の
地
蔵
の
頭
の
う
ず
た
か
き
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
地
蔵
の
頭
に
積
も
る
雪
に
義
経
の
悲
劇
も
偲
ば
れ
て
く
る
。

髪
を
梳
か
し
お
顔
を
拭
い
て
仕
舞
う
雛
　
半
世
紀
越
え
や
さ
し
く

笑
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

手
を
つ
な
ぎ
お
喋
り
止
ま
ぬ
園
児
ら
は
光
の
春
の
魁
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

麦
の
穂
の
先
を
ゆ
る
り
と
走
り
た
る
江
ノ
電
い
ま
は
軒
を
か
す
め

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
中
村
　
　
喬

甘
や
か
な
香
り
が
二
重
マ
ス
ク
に
も
紅
梅
観
つ
つ
山
門
潜
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

焼
け
落
ち
た
観
音
食
堂
無
惨
な
り
多
く
の
ス
マ
ホ
に
姿
撮
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

武も
の
の
ふ士
の
駈
け
し
こ
の
道
た
よ
た
よ
と
歩
み
て
み
た
し
鐙
摺
こ
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

哀
し
み
の
女
人
し
の
び
て
鎌
倉
の
寺
を
巡
れ
ば
日
も
暮
れ
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
桜
井
　
真
弓

侘
助
の
一
節
竹
に
雅
な
り
寒
の
最
中
の
い
っ
と
き
の
滋
味
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

〈
天
〉失
ひ
し
物
は
数
へ
ず
冬
の
星
　
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穗
子

　
作
者
の
心
持
ち
が
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
て
共
感
者
も
多
い
で
あ

ろ
う
。
星
が
煌
め
き
励
ま
し
て
く
れ
る
よ
う
で
前
向
き
さ
が
特
筆
。

〈
地
〉波
音
を
容
れ
て
お
ぼ
ろ
の
能
舞
台
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
お
ぼ
ろ
は
春
の
季
題
で
夜
の
場
面
。
能
舞
台
の
格
式
に
自
然
の

波
音
が
入
っ
た
と
い
う
幻
想
的
な
場
面
が
見
え
て
き
た
。

〈
人
〉雑
木
山
木
の
芽
ふ
く
ら
む
匂
ひ
か
な
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
木
の
芽
ふ
く
ら
む
匂
い
は
見
え
て
は
い
な
い
が
、
臨
場
感
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
雑
木
山
す
べ
て
が
春
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

七
里
ヶ
浜
波
も
香
り
も
春
め
い
て
　
　
　
藤
沢
市
　
槇
野
あ
さ
子

　
固
有
名
詞
の
七
里
ヶ
浜
は
全
国
区
。
波
の
み
で
な
く
、
香
り
と

表
現
し
、
広
が
り
が
生
ま
れ
た
。

扁
額
に
年
輪
し
か
と
建
国
日
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

　
い
か
に
も
建
国
記
念
日
。
き
っ
と
堂
々
と
し
た
古
い
扁
額
が
揚

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
季
題
が
的
確
で
あ
っ
た
。

指
さ
き
に
ふ
れ
る
さ
ざ
波
桜
貝
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
桜
貝
か
ら
く
る
鼓
動
を
う
ま
く
表
し
て
く
れ
て
い
た
一
句
。
全

体
に
無
駄
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

ゆ
っ
た
り
と
生
き
て
行
き
た
し
春
の
風
　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

襟
立
て
て
見
下
ろ
す
海
の
春
浅
し
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

春
の
水
清
く
急
い
で
何
処
へ
行
く
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

短
日
の
農
事
を
畳
む
日
暮
れ
か
な
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

諍い
さ
か
ひ
の
あ
と
に
香
れ
る
梅
の
花
　
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

梅
林
を
く
ぐ
り
て
光
る
相
模
灘
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

べ
た
凪
の
海
面
は
小
潮
花
の
雨
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

水
に
差
す
揺
れ
て
重
た
き
白
椿
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

踏
青
や
鎌
倉
山
の
手
打
ち
蕎
麦
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

藪
椿
暮
れ
て
せ
せ
ら
ぎ
戻
り
け
り
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

寄
植
え
に
あ
ふ
れ
る
春
を
小
瓶
に
も
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

大
輪
の
椿
は
ら
り
と
踏
む
ま
い
ぞ
　
　
　
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

四
方
の
谷
初
音
が
耳
に
ぎ
こ
ち
な
く
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

る
。

　
そ
の
後
、
八
雲
は
江
の
島
神

社
の
三
つ
の
宮
、
辺
津
宮
、
中

津
宮
、
奥
津
宮
、
弁
財
天
を
参

拝
し
、
最
後
に
、
第
二
岩
屋
に

あ
た
る
「
龍
神
の
岩
屋
」
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
こ
の
岩
屋
こ

そ
は
古
く
か
ら
多
く
の
修
験
者

た
ち
の
修
行
の
霊
場
で
あ
り
、

空
海
や
文
覚
上
人
な
ど
の
僧
も

参
籠
し
、
神
の
功
徳
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
祈
り
の
場
で
あ
る
。
鎌
倉
幕

府
の
初
代
執
権
の
北
条
時
政
は

こ
の
洞
窟
に
籠
も
り
、
龍
の
三

枚
の
鱗
を
授
か
り
、
そ
れ
を

家
紋
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
二
つ
の
岩
屋
こ
そ
、

江
ノ
島
の
龍
神
信
仰
の
原
点

と
い
え
よ
う
。
岩
屋
へ
の
参

籠
は
、
日
本
の
古
代
信
仰
の
祈

り
の
場
へ
の
巡
礼
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
岩
屋
は
、
い
に
し

え
人
の
祈
り
の
場
で
あ
り
、
江

ノ
島
の
龍
神
信
仰
が
生
ま
れ
た

聖
域
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

八
雲
た
ち
の
「
江
ノ
島
詣
で
」

は
、
期
せ
ず
し
て
日
本
人
の
信

仰
の
原
点
を
訪
ね
る
旅
で
も

あ
っ
た
。

 

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
鎌

倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

　
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
）
が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

経
由
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
る
ば

る
横
浜
港
に
汽
船
ア
ビ
ニ
シ
ア

号
で
到
着
し
た
の
は
１
８
９
０

年
の
４
月
４
日
で
あ
っ
た
。
長

い
船
旅
で
あ
っ
た
が
、
八
雲
は

日
本
の
土
を
踏
ん
だ
喜
び
を

「
東
洋
の
第
Ⅰ
日
目
」
と
い
う

作
品
に
克
明
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
お
よ
そ
５

カ
月
間
、
横
浜
を
滞

在
地
に
し
て
、鉄
道
、

人
力
車
、
徒
歩
な
ど

を
駆
使
し
て
、横
浜
、

鎌
倉
、
江
ノ
島
、
藤

沢
な
ど
の
め
ぼ
し
い
お
寺
と
神

社
を
巡
っ
て
い
る
。

　
日
本
到
着
早
々
の
１
８
９
０

年
４
月
中
旬
、
八
雲
は
通
訳
兼

案
内
係
の
若
き
真
言
宗
の
信

徒
、
真ま
な
べ鍋
晃あ
き
らを
伴
っ
て
湘
南

地
区
の
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
て

い
る
。
横
浜
か
ら
大
船
ま
で

１
８
８
９
年
に
開
通
し
た
ば
か

り
の
横
須
賀
線
の
汽
車
に
乗

り
、
大
船
で
下
車
す
る
と
、
人

力
車
に
乗
り
継
ぎ
、
禅
寺
の
円

覚
寺
、
建
長
寺
、
円
応
寺
を
回

り
、
鎌
倉
大
仏
、
長
谷
寺
を
見

学
し
た
。
そ
し
て
、
極
楽
坂
、

稲
村
ガ
崎
を
経
て
、
巡
礼
の
旅

の
終
着
点
で
あ
る
江
ノ
島
、
藤

沢
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
の
辺
の

事
情
は
拙
訳
『
新
編
　
日
本
の

面
影
Ⅱ
』
に
詳
し
い
。

　
二
人
は
片
瀬
と
い
う
小
さ
な

村
で
人
力
車
を
乗
り
捨
て
、
干

潮
時
を
狙
っ
て
、
徒
歩
で
江
ノ

島
に
渡
っ
た
。
１
３
０
年
前
に

は
、
今
日
の
立
派
な
弁
天
橋
は

架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
江
ノ
島
は
絵
の
島
と
も
い
わ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
八
雲
に

と
っ
て
、
名
状
し
が
た
い
い
く

つ
も
の
魅
力
が
潜
ん
で
い
た
よ

う
だ
。
八
雲
は
「
そ
れ
は
、
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
、
幾
分
か
霊
的
な
感
動
を

伴
っ
た
魅
力
」
と
表
現
し
て
い

江
ノ
島
の
岩
屋
を
巡
る
巡
礼
の
旅

                              　　
池
田
雅
之

45

小泉八雲著『新編
日本の面影Ⅱ』 日本精神史講座：生老病死の思想

2022 年度前期開講講座名

建築学講座：美しい日本の建築 - 景・建築・庭 （1）- 

日本文学講座：『万葉集』防人の歌

文化学講座：日本の書  - 文字文化を考える - （3）
音楽理論講座：目と耳で楽しむ音楽理論

宗教学講座：一神教は世界をどう変えたか
 - 聖地エルサレムの今昔物語 - 

哲学講座：西洋の正義論の核心にあるもの 
 - 自由と平等の問題を考える - 

美術講座：20 世紀アートの魅力（1）
 -  混沌の世界を表現した画家たち - 

ｺｰｽ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｆ
Ｇ

Ｃ

Ｄ

Ｈ

鎌倉女子大学生涯学習センター公開講座

詳細・申込みは下記ホームページ URL からご確認ください。
◆受講料：1 コース各 3,500 円　　◆申込期間：4/15 ～ 4/25
◆申込み：ホームページからお申し込みください。
申込み受付後、「受講料納付通知（コンビニ払い）」を送付します
ので期限内にお支払いください。受講料納付後の受
講キャンセルは原則としてできません。受講に必要
な PC ／タブレット／スマートフォン等機器類・イ
ンターネット接続環境・通信料などの費用は、受講
生のご負担となります。
◆申込先・問合せ：鎌倉女子大学生涯学習センター
〒 247-8512 鎌倉市大船 6 － 1 － 3　☎ 0467・44・2287
https://www.kamakura-u.ac.jp/houjin/index.html

2022 年度プログラムは「オンデマンド配信」で開講します。
オンデマンド配信期間：6 月 6 日～ 7 月 26 日（要申込）

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 2 月に一般 161 冊、
児童書 17 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「京大芸人ノート－人生の悩みを解決する思考術」ロ
ザン著　宝島社 ▼「ヒトの壁」養老孟司著　新潮社（新潮
新書）▼「鎌倉幕府はなぜ滅びたのか」永井晋著　吉川弘
文館（歴史文化ライブラリー）▼「鎌倉殿と 13 人の合議制」
本郷和人著　河出書房新社（河出新書）▼「北条政子、義
時の謀略－鎌倉幕府争乱期を読む」永井晋著　ベストブッ
ク（ベストセレクト）▼「経営のこころ－会社を伸ばすリー
ダーシップ」稲盛和夫述　稲盛ライブラリー編　PHP 研
究所 ▼「食卓の上の韓国史－おいしいメニューでたどる
20 世紀食文化史」周永河著　慶應義塾大学出版会
　▼「 不調が消え、免疫力アップ毎日の冷えとり漢方」川
嶋朗著　河出書房新社 ▼「不眠症の９割は歩くだけで治る
－歩いて、紫外線を浴びれば自然に眠れる」長尾和宏著　
山と渓谷社 ▼「日常の絶景－知ってる街の、知らない見方」
八馬智著　学芸出版社 ▼「時代のカナリア－今こそ女性た
ちに伝えたい！」湯川れい子著　集英社 ▼「戦争と児童文
学」繁内理恵著　みすず書房 ▼「それでも生きていく－
不安社会を読み解く知のことば」姜尚中著　集英社
　▼「キッチンから始める人生の整理術－今の自分をもっ
と快適に生きる」村上祥子著　青春出版社 ▼「おしゃべり
な台所道具」土切敬子著　オレンジページ

鎌倉市中央図書館 （２月分）

る
人
。
無
料
。
申
込
は
催
し

名
、住
所
、
氏
名
、☎
を
明
記

し
ハ
ガ
キ
で
山
崎
１
６
６
７

鎌
倉
市
公
園
協
会
。
８
日
必

着
。
☎
45
・
２
７
５
０

▼
経
営
力
を
磨
く
―
求
め
ら

れ
る
経
験
者
の
資
質

　
４
月
18
日
18
時
半
、
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
会

館
。
活
力
あ
ふ
れ
る
朝
礼
の

実
演
と
倫
理
研
究
所
法
人
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
福
田
康

生
さ
ん
の
講
演
。
２
千
円
。

県
倫
理
法
人
会
☎
０
４

５
・
３
１
５
・
２
４
３
３

▼
玉
縄
城
域
文
化
財
ガ
イ
ド

育
成
講
座

　
４
月
７
日
開
講
、龍
寳
寺
。

９
月
ま
で
木
曜
13
～
15
時
、

全
10
回
。
講
師
は
伊
藤
一
美

さ
ん
ら
。
２
千
円
。
玉
縄
城

址
ま
ち
づ
く
り
会
議
☎
45
・

７
４
１
１

▼
鎌
倉
の
多
世
代
交
流
事
業

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

対
象
。
申
込
は
１
日
９
時
か

ら
各
セ
ン
タ
ー
へ
。

４
６
６
・
25
・
９
９
０
９

▼
光
明
寺
寺
宝
展

　
５
月
８
日
ま
で
光
明
寺
。

所
蔵
の
當
麻
曼
荼
羅
縁
起

（
写
本
）
な
ど
を
特
別
展
示
。

３
百
円
。
☎
22
・
０
６
０
３

▼
あ
な
た
の
シ
ョ
パ
ン
夜
想

曲
―
前
編
・
後
編

　
４
月
２
日
12
時
半
、
旧
東

京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
。
９
日

13
時
半
、鎌
倉
芸
術
館
。２
公

演
で
夜ノ

ク
タ
ー
ン

想
曲
全
曲
と
バ
ッ

ハ
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
品
も

演
奏
。前
売
り
２
５
０
０
円
。

ス
パ
シ
ー
バ
☎
０
９
０
・
６

５
６
８
・
３
８
５
３

▼
吉
川
久
子
フ
ル
ー
ト
コ
ン

サ
ー
ト
―
つ
る
し
雛
と
と
も
に

　
４
月
９
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
ひ
な
人
形
、
ひ
な
飾

り
ゆ
か
り
の
県
の
子
守
歌
と

日
本
の
曲
。
４
５
０
０
円
。

吉
川
久
子
フ
ル
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
☎
０
４
５
・
８
４
３
・
９

７
４
０

▼
鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ
　
春
の

コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
８
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
創
立
76

年
の
音
楽
ク
ラ
ブ
会
員
ら
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
ピ
ア
ノ
、
ソ

プ
ラ
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
。

１
５
０
０
円
。
齊
藤
方
☎
０

７
０
・
３
１
３
１
・
５
９
７
１

▼
鎌
倉
青
年
会
議
所
の
催
し

▽
多
様
性
の
創
り
出
す
未
来

４
月
９
日
13
時
、
建
長
寺
。

共
生
社
会
や
「
鎌
倉
市
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
条

例
」
を
実
践
ア
ー
ト
や
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
学
び

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
企
画
展「
追
悼
・山
内
静
夫

　
松
竹
大
船
撮
影
所
物
語
」

６
月
12
日
ま
で
。
鎌
倉
に
生

き
、
鎌
倉
を
愛
し
た
名
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
偲
び
、
松
竹

大
船
撮
影
所
と
映
画
文
化
の

歩
み
を
辿
る
。
２
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
４
月
５
・
10

日
10
時
半
、
６
・
８
日
14
時

「
早
春
」
５
・
７
・
10
日
14
時
、

８
・
９
日
10
時
半
「
秋
日
和
」

19
日
10
時
半
、
20
・
22
・
24

日
14
時
「
青
春
残
酷
物
語
」

19
・
21
・
23
日
14
時
、
24
日

10
時
半
「
夜
叉
ヶ
池
」
各
千

円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

▽
特
別
イ
ベ
ン
ト
４
月
９
日

13
時
半『
早
春
』上
映
＋
ト
ー

ク
「
映
画
に
吹
く
里
見
弴
と

鎌
倉
の
風
」。ゲ
ス
ト
は
小
津

研
究
者
で
同
志
社
女
子
大
学

准
教
授
の
宮
本
明
子
さ
ん
。

１
６
０
０
円
、
小
中
学
生
８

百
円
。
☎
23 

・
２
５
０
０

▼
生
誕
１
１
０
年
　
吉
田
健

一
展
　
文
學
の
樂
み

　
４
月
２
日
～
５
月
22
日
。

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
。

２
０
１
６
年
に
受
贈
し
た
資

料
約
５
７
０
０
点
の
「
吉
田

健
一
文
庫
」
を
中
心
に
そ
の

生
涯
と
作
品
を
辿
る
。
７
百

円
。
☎
０
４
５
・
６
２
２ 

・

６
６
６
６

▼
北
鎌
倉
古
民
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
催
し

▽
お
ひ
な
さ
ま
展
（
江
戸
時

代
を
中
心
に
各
時
代
の
お
雛

様
。）・
五
月
人
形
展
　
５
月

８
日
ま
で
。

▽
樹
脂
粘
土
　
野
の
花
・
野

草
ア
ー
ト
展
　
４
月
20
日
ま

で
。
素
朴
な
野
の
花
を
樹
脂

粘
土
で
リ
ア
ル
に
再
現
。

５
百
円
。
☎
25
・
５
６
４
１

▼
道
工
房
銅
版
画
展

　
４
月
12
日
ま
で
雪
ノ
下
の

道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ア
ー
ト
作

品
制
作
で
障
害
者
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
道
工
房
の

作
品
展
。
無
料
。
☎
23
・
８

７
７
２

▼
現
代
美
術

　
草
間
彌
生
・
李
禹
煥
他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
４
０
８
１

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

▽
田
中
隆
史
展
―
華
と
宇
宙

と
　
４
月
５
日
ま
で
。
独
自

開
発
の
釉
薬
を
用
い
た
「
華

シ
リ
ー
ズ
」
の
茶
碗
な
ど
。

▽
草
野
啓
利 

吹
き
ガ
ラ
ス
展

　
４
月
８
日
～
６
月
30
日
。

　
各
無
料
。
一
翆
堂
☎
22
・

３
７
６
９

▼
「
同
席
対
面
五
百
生
」
琅

玕
居
　
西
松
凌
波
展 

　
４
月
15
～
25
日
雪
ノ
下
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ジ
・
ア
ー
ス
。

現
代
の
文
人
画
家
・
西
松
凌

波
さ
ん
の
傘
寿
記
念
展
。
書

画
ほ
か
、
焼
き
物
、
漆
器
類

な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
。

無
料
。
☎
25
・
５
２
３
５

▼
映
画
「
咲え
むむ
」
上
映
会

　
４
月
16
日
14
時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
困
難
に
立
ち

向
か
う
“
ろ
う
者
”
を
通
し
、

手
話
言
語
や
共
生
社
会
と
は

何
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
。
１
２
０
０
円
、
小
中
学

生
５
百
円
。
逗
葉
地
域
上
映

会
実
行
委
☎
０
９
０
・
７
８

９
４ 

・
０
３
８
８

▼
第
８
回
湘
南
Ｖ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ

ア
ー
ト
展

　
４
月
22
日
～
５
月
１
日
藤

沢
の
蔵
ま
え
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

プ
ロ
、
ア
マ
、
障
が
い
の
有

無
の
壁
を
超
え
た
平
面
、
立

体
表
現
の
展
示
発
表
。
☎
０

ラ
ハ
ウ
ス
や
劇
場
な
ど
へ
の

特
化
が
進
み
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ニ
ス
ト
も
標
準
に
な
っ
た
。

　
鎌
倉
芸
術
館
は
来
年
30
周

年
を
迎
え
る
。
バ
ブ
ル
経
済

の
こ
ろ
の
デ
ザ
イ
ン
で
「
い

い
意
味
で
ぜ
い
た
く
に
造
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
。
設
計

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
「
庭
」
で
、

前
庭
か
ら
ロ
ビ
ー
に
入
る

と
、中
庭
の
竹
林
が
見
え
る
。

音
の
響
き
が
い
い
大
ホ
ー

ル
、
演
劇
も
上
演
で
き
る
小

ホ
ー
ル
な
ど
、
人
口
十
数
万

人
の
自
治
体
で
「
こ
ん
な
規

模
の
施
設
を
持
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
」。

　
近
年
は
公
立
施
設
同
士
の

事
業
連
携
が
進
ん
で
い
る
と

い
い
、
県
の
文
化
施
設
で
の

経
験
も
発
揮
で
き
る
。

　「
市
民
目
線
で
市
民
の
中

に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
施
設

に
。
市
民
が
誇
り
に
思
え
る

施
設
で
あ
り
続
け
た
い
」

　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

に
、「
芸
大
の
作
曲
科
は
入
学

ま
で
に
５
年
か
か
る
」
と
言

わ
れ
、
上
智
大
法
学
部
に
進

ん
だ
。
そ
こ
で
混
声
合
唱
団

に
誘
わ
れ
、
指
揮
者
に
な
る
。

　
今
度
は
声
楽
に
興
味
を
持

ち
、
個
人
の
先
生
に
つ
く
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
大
学
は

８
年
満
期
に
。
親
か
ら
「
本

場
に
行
っ
て
こ
い
。
諦
め
が

つ
く
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
音
楽

学
校
に
入
っ
た
。

　
３
年
間
、
声
楽
や
オ
ペ
ラ

を
勉
強
し
た
。
し
か
し
、「
プ

ロ
に
な
る
人
は
伸
び
が
す
ご

い
。
努
力
し
て
も
実
ら
な
い

も
の
が
あ
る
」
と
限
界
を
感

じ
、
30
歳
で
帰
国
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
神

奈
川
県
が
文
化
施
設
を
財
団

　
鎌
倉
芸
術
館
の
指
定
管
理

者
が
、
４
月
か
ら
鎌
倉
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
に
変
わ
る

と
と
も
に
、
館
長
に
就
任
し

た
。
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
や

県
立
音
楽
堂
で
培
っ
た
運
営

の
技
能
が
生
き
る
。

　
も
と
も
と
音
楽
家
志
望

だ
っ
た
。横
浜
市
の
生
ま
れ
。

小
学
校
の
高
学
年
か
ら
作
曲

家
を
目
指
し
、
和
声
学
、
ピ

ア
ノ
、ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
と
、

３
、４
人
の
先
生
か
ら
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
。

　
鎌
倉
学
園
高
校
３
年
の
時

永
な が い

井 健
けんいち

一さん

鎌倉芸術館長に

就任した

運
営
に
切
り
替
え
る
動
き
が

あ
り
、
神
奈
川
芸
術
文
化
財

団
の
専
門
職
員
一
期
生
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。

　
28
年
間
、
財
団
に
勤
め

た
。
う
ち
24
年
は
県
民
ホ
ー

ル
の
事
業
や
企
画
担
当
と
副

館
長
。
最
後
の
４
年
は
音
楽

堂
の
館
長
だ
っ
た
。
60
歳
の

定
年
を
前
に
、
鎌
倉
に
来
な

い
か
と
話
が
あ
っ
た
。

　
か
つ
て「
サ
ン
ト
リ
ー
シ
ョ

ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
と
い
う
。
１
９
８
６
年
、

東
京
・
赤
坂
に
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
が
で
き
た
と
き
だ
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
呼

ば
れ
る
案
内
係
、
ク
ロ
ー
ク

や
ロ
ビ
ー
で
の
ワ
イ
ン
や

コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
。
音

楽
を
聴
く
前
か
ら
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
並
み
の
も
て
な
し
が
あ

る
。「
ダ
サ
い
」
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
公
立
文
化
施
設
の

関
係
者
に
は
衝
撃
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
公
立
施
設
も
オ
ペ

●
竹
と
の
多
彩
な
交
わ
り

　
４
月
、
卯
月
。
草
木
は
芽

吹
き
、
命
あ
ふ
れ
る
季
節
。

日
ご
と
に
春
め
く
日
々
の
な

か
で
待
ち
焦
が
れ
る
の
は
大

地
か
ら
芽
吹
く
筍

た
け
の
こ。

　
春
先
の
竹
は
地
中
の
筍
を

育
て
る
た
め
、
養
分
を
懸
命

に
注
ぎ
込
む
。
そ
の
活
力
は

“
旬

し
ゅ
ん”

の
味
と
し
て
賞
味
さ

れ
る
が
、
そ
れ
以
後
、
竹
は

色
褪
せ
る
。

　
そ
の
姿
を
「
竹
の
秋
」
と

呼
び
、
春
の
季
語
に
し
て
い

る
。
因
み
に
竹
の
新
芽
が
茂

る
陰
暦
８
月
を
「
竹
の
春
」

と
い
う
。
季
節
を
示
す
日
本

語
は
実
に
多
彩
。

　
一
方
、
竹
に
は
人
知
を
超

え
る
霊
力
が
あ
る
。

　
例
え
ば
「
古
事
記
」
に
は

黄よ
み泉

か
ら
の
帰
路
、
醜
女
に

投
げ
た
竹た

け
ぐ
し櫛の

呪
力
で
生
還

出
来
た
神
話
が
あ
る
。

　「
竹
取
物
語
」
に
は
か
ぐ

や
姫
が
竹
か
ら
生
ま
れ
た
と

い
う
話
に
命
を
生
む
竹
の
神

秘
を
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
笹
の
花
の
一
斉
開
花

も
神
秘
。
開
花
周
期
は
１
２

佐
伯
　
仁

�

０
年
、
開
花
を
題
材
に
作
家

開
口
健
は
「
パ
ニ
ッ
ク
」
を

創
作
。
咲
い
た
花
の
実
は
小

麦
と
同
質
の
た
め
、
野
鼠
に

襲
わ
れ
町
は
大
騒
動
。

　「
竹
の
秋
」
は
竹
が
生
ま

れ
成
長
し
、
枯
れ
る
。
そ
の

存
在
感
は
生
き
も
の
の
在
り

よ
う
を
リ
ア
リ
テ
ィ
豊
か
に

伝
え
て
い
る
。

　
同
時
に
竹
の
季
節
が
繊
細

な
感
性
を
育
ん
で
き
た
背
景

も
見
逃
せ
な
い
。

　
夕
方
や
吹
く
と
も
な
し
に

　
竹
の
秋
　
　
　
永
井
荷
風

竹

の

秋

考
え
る
。
講
師
は
同
会
永
田 

磨
梨
奈
理
事
長
、
松
尾
崇
市

長
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
三
橋

鎌
幽
さ
ん
ら
。
５
百
円
。

▽
も
の
繋
ぎ
パ
ネ
ル
展
10
日

10
～
16
時
、
建
長
寺
。
鎌
倉

で
の
新
た
な
繋
が
り
を
構
築

す
る
為
に
１
０
０
団
体
が
参

加
し
た
「
鎌
倉
も
の
繋
ぎ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
パ
ネ
ル
展
。

５
百
円
。
☎
25
・
５
５
３
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
４
月
10
日
10
～
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）
。
毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
可
。
鎌
倉
市
御
成
町
11

―
40
Ｍ
ビ
ル
３
Ｆ
へ
。
☎
０

８
０ ・
６
６
０
２
・９
４
９
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
４
月
15
日
17
時
半
～
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
音
楽
会
、
国
際
交

流
、弁
当
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。

子
ど
も
２
百
円
、
大
人
５
百

円
。
▽
20
日
16
～
18
時
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

の
み
。
５
百
円
。
メ
ー
ル
で

予
約flatcafekamakura

@gmail.com

渡
邉
方
☎
０

９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
４
月
16
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
17
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
第
24
回
鎌
倉
　
極
楽
寺
・

稲
村
ガ
崎
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
４
月
15
～
24
日
極
楽
寺
、

稲
村
ガ
崎
各
所
。
海
と
山
と

歴
史
と
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に

２
年
半
ぶ
り
に
開
催
。
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
飲
食
、
史
跡
巡
り
な
ど
。

実
行
委
☎
32
・
９
８
３
２

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
４
月

27
日
９
～
15
時
。雑
貨･
衣
類 

･
手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

　
※
出
店
者
募
集
。
片
岡
方

☎
０
９
０
・
５
４
４
２
・
３

７
７
８

▼
雑
草
と
育
て
る
土
づ
く
り

畑
づ
く
り

　
４
月
22
日
～
11
月
25
日
の

第
４
金
曜
10
時
、鎌
倉
中
央

公
園
、全
８
回
。公
園
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
。市
内
在
住・

在
勤
者
で
全
日
程
参
加
で
き

「ふゆこの歌」

ピアノ川村祥子さん

【
名
越
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
】

▽
皆
で
抹
茶
を
楽
し
む
教
室

　
４
月
23
日
14
時
。４
百
円
。

▽
太
極
拳
体
験
教
室
　
５
月

21
日
10
時
。
無
料
。

☎
25
・
１
１
８
８

【
腰
越
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
】

▽
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ヨ
ガ

　
４
月
24
日
10
時
半
。無
料
。

▽
キ
ッ
チ
ン
ハ
ー
ブ
の
寄
せ

植
え
作
り 

５
月
15
日
10
時
。

千
円
。
☎
31
・
０
８
０
０

【
教
養
セ
ン
タ
ー
】

▽
運
動
嫌
い
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
　
４
月
24
日
10
時
。
無

料
。
▽
木
で
お
も
ち
ゃ
の
車

づ
く
り
　
５
月
15
日
10
時
。

５
百
円
。
☎
32
・
１
２
２
１

【
今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
】

▽
は
じ
め
て
の
囲
碁
　
４
月

23
日
10
時
。
▽
ピ
ラ
テ
ィ
ス

っ
て
、
な
あ
に
　
５
月
22
日

13
時
半
。
各
無
料
。

☎
45
・
４
６
１
１

【
玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
】

▽
米
袋
で
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

　
４
月
23
日
10
時
。
１
５
０

円
。
▽
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

　
５
月
21
日
10
時
。
千
円
。

☎
47
・
１
３
３
８

▼
点
訳
者
養
成
講
座

　
５
月
12
日
～
９
月
15
日
毎

週
木
曜
18
時
半
、
全
15
回
。

玉
縄
青
少
年
会
館
。
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
初

心
者
向
け
講
座
。
２
千
円
。

鎌
倉
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕

団
・
夜
間
部
主
催
。
木
村
方

☎
45
・
３
５
５
５

九枚笹

　公募型写真展「病からの伝言～光と闇の狭間写真展」が 5 月 13
～ 15 日鎌倉彫会館 Gallery gで開かれる。病を患うママ友の高
嶋ひさよ、中川まりの両名がその想いを発信することで励みにし
ようと企画。病に出会った人たちの心の葛藤を写真とメッセージ
で展示するにあたり、作品を募集している。
　出展の対象は疾患・持病のある方、または家族。当事者を含む

「病からの伝言」スタッフ

「病からの伝言～光と闇の狭間写真展」作品募集

人物が写っている写真１枚
のデータと 150 文字のメッ
セージ。出展料 1800 円（出
展記念フォトブック付）。　
　申込はＨＰから https://
yamaikaranodengon.com/
4 月 17 日締切。同事務局
☎ 090・6976・0620


